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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これに関する考え方として、欧米で使われているものに、「ALARPの原則」があります。
日本でもこの考えが取り入れられ始めました。
100万分の100以上　　　　　これは許容することができない。
100万分の100から10の間、　望ましくないが許容できるというレベルである。
100万部の10～1の範囲　　　許容できる範囲（ｔｏｌｅｒａｂｌｅ）である。ただし、安全対策がそれから受けるベネフィットよりも費用が掛かるという条件のもとでの話です。
100万分の1以下が、受け入れることのできるレベル（ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ）となります。
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